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に作用させ，その活性阻害様式を比較しFD（aとの
相互作用について検討した．50％阻害を示すペプ
チド濃度（IC50）は，野生株（＞2mM）に対して
1566T（0．75　mM），　S558F（1．4　mM）と減少してお
り，また，1566Tに対するIC50はN－glycanase分解
後，1．6mMに増加した．アミノ酸構造の変化の少
ない変異として作製したS558Aの特異活性は
S558Fに比し6倍高く，IC50も増加した．
【結論】1566TとS558Fは構i造変化によりFD（aとの
相互作用が阻害され，第VIII因子の特異活性が低
下する．
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急速進行型B細胞性リンパ腫の
病態とγδT細胞
557±330u／1であった．性別については増加群が男
性4，女性3例に対して，非増加群が男性12，女性
3例であった．全身状態は増加群で0～1が4，2～4
が3例，非増加群で各・々10，5例．節外病変数（0，
1，2≦）に関しては増加群が2，3，2例，非増加群
が3，8，4例であった．IPIはL，　LI，　HI，　Hの順に増加
群で2，1，3，1例，非増加群で4，6，3，2例．slg－zZに
関しては増加群でz5，　Z2例，非増加群で各々7，8
例であった．なお以上の事項については統計学的に
有意差を認めなかった．さらに生存に関しても明ら
かな差がみられなかった．
【結語】γδT細胞は腫瘍免疫を担うとする報告があ
る一方で，抑制的に作用する可能性も示唆されてい
る．我々の解析結果から，その役割が何れであると
しても，増加していたγδT細胞の機能は予後を含
めた臨床像に影響する程ではないと思われた．
（東京医科大学第一内科）
　○栗山　謙，小田和昌彦，川西慶一一，
　　内海健太，大屋敷一馬
【緒言】急速進行型のBリンパ腫症例では腫瘍特異
的なγδT細胞の存在が報告されており，腫瘍免疫
への関与が示唆されている．今までに我々も病期
III＋IVの急速進行型Bリンパ腫において末梢血
γδT細胞の比率を解析．その度数分布は二峰性を示
し，約1／3の症例でγδT細胞が増加していること
を見出した．今回このγδT細胞の病態への関与を
検討する目的で，γδT細胞増加群，非増加群に分け
てその臨床像を比較した．
【対象，方法】対象は急速進行型Bリンパ腫III＋
IV期22例．このうち増加群はγδT細胞比率6％以
上の7例（9．74±2．79％）で，残りの15例（2．68±
1．55％）が非増加群に相当した．この二心問におい
て年齢，LDHをMann－Whitney　U－testにより比較．
また性別，全身状態（0～1，2～4），節外性病変数
（O，　1，　2　S），　international　prognostic　index　（IPI；　low
（L），　low－intermediate　（LI），　high－intermediate
（HI），high（H）），表面免疫グロブリン軽鎖（slg－z，λ）
についてX2法により検討．さらにKaplan－Meier法
により生存を解析し，log－rank法を用いて検定し
た．
【結果】γδT細胞増加群，非増加群の順に，年齢は
54．8±9．1歳，47．3±15．2歳，LDHは776±687　u／1，
9．
HCV陽性非ホジキンリンパ腫の
治療と肝障害
（内科学第3）
○小宮英明，小口尚仁，石井幸司，山本浩文，
　　藤本博昭，原田芳巳，荒川　敬，代田常道，
　林　　徹
【目的】B型肝炎ウイルスが副腎皮質ステロイドな
どの免疫抑制剤や抗癌剤により再活性化し，時によ
っては致死的な肝障害を惹起することが知られてい
る．また最近C型肝炎ウイルス（HCV）も同様に，
化学療法後に活性化したり，肝炎が劇症化する例が
あることが報告されている．しかしHCV陽性の造
血器悪性腫瘍における化学療法のありかたについて
は一定の見解は得られていない．そこで今回我々は
HCV陽性非ポジキンリンパ腫例（NHL）について，
化学療法とその前後でのHCV量および肝機能の推
移について検討した．
【症例および方法】1990年以降に当科に入院した
NHL　101例（男性63例，女性38例）中HCV陽性
例について化学療法と，肝機能およびHCV量の推
移との関連について検討した．
【結果】101例中HCV陽性例は5例（5．0％）．その
内訳は男性2例（症例1．47歳diffuse，　large，　B　cell，
（5）
